「もどかしさ」
　3年　S.U
私は感話を書くときに、最低でも四時間は使います。書くときに、何を書けばいいのか分からなくなるわけではないのです。逆に書きたいことは十個も何十個でてきます。しかし、いざ紙に字をおこそうとすると、言葉と意見をまとめることができなくなります。ですので、私はそんな時間をもどかしく感じます。
私はもどかしい、そんな気持ちになる時が私の一番嫌いな時間です。友達に自分の気持ちが上手に伝わらない時や予定通りに事を運べない時などにもどかしい気持ちになります。どんな時にそのような気持ちになるのかは分かっていても、なぜなるのかという理由は今まで気にすることはありませんでした。このことから、今回の感話をきっかけに調べてみることにしました。もどかしい思いをする理由は二つほどあるそうです。
一つ目は、理想の自分とかけ離れているからです。誰しもが「こんな自分になりたい」や「あの人みたいになりたい」といった、理想があるけれど、それが必ずしも叶うわけではありません。それでも理想に近い人生を送ることができている人なら、理想と少し違っても受け入れられるはずです。しかし、もどかしいと感じている人は、理想の自分とかけ離れていて、満足できない人生を送っているため、日々もどかしさと葛藤しているそうです。
[bookmark: _GoBack]二つ目は、言いたいことが言えないからです。「いつも嫌味を言われてばかりで、言い返したいのに、いざとなると黙り込んでしまう」また、「本当に周囲の人に自分の考えを言いたいけれど、言えずに心にしまい込んだまま」という人は、もどかしく感じやすいそうです。言いたいけれど、言えない日々にストレスを感じ、今度こそはと思っていても、その場に直面するといつものように何も言えず、「今日もダメだった」と、さらにもどかしく感じるようです。
他にも、恥ずかしくて、何も言えなかったり、照れて素っ気ない態度をとってしまうような照れ屋の人、自分が思っていることを素直に表現できず、周囲の人にもあらぬ誤解を受けてしまう素直ではない人、そして、外見や性格に自信のない人は、もどかしさを感じているようです。
もどかしさを感じる理由を調べて、私が実際に、理想が高いのか、照れ屋なのかは分かりませんが、詳しい理由を知ることができて良かったと思います。理由が分かったので、もどかしく感じる時を減らすため、対策を考えようと思います。まず一つ目は、あせらずゆっくりと進んでいくことです。自分の理想に追いつくため、急いで進んでいても自分が満足できなければ本末転倒だと思うからです。二つ目は、自信をつけることです。しかし、今まで十四年間も生きていて、つかなかった自信が急につくことはないと思います。まずは、自分の性格や新しく出来たこと、今までコツコツ続けてきたこと肯定していければと思います。三つ目は、自分の思いや考えを言葉にするということです。言いたいことを言えず、ストレスに変えてしまっては体や心に悪いと思うので、はっきり言うようにしたいです。しかし、なんでもかんでも口にしてしまったら、相手を傷つけてしまうこともあるので、そこはしっかり、意識して気をつけたいです。
これら、三つのことを注意しながら自分のペースで進んでいこうと思います。
